
有害外来魚ゼロ作戦事業

本報告は水産庁の委託事業「平成 23年度外来魚抑制管理技術開発事業」の成果の

電気ショッカーとトロール網の組合せによる効果の確認

上垣 雅史・上野 世司

１．目 的

既存の電気ショッカーボートは水深の深い

場所で感電して横臥した外来魚を船上からタ

モ網で捕獲するのは難しく、外来魚の遊泳層が

深くなる冬場は効率が悪い。そこで、水深のあ

る場所で展開できるトロール網と、電気ショッ

カーを組合せ、外来魚の個体数が既知の池で試

験操業し捕獲能力向上に必要な条件を探った。

２．方 法

トロール網は 2009 年度作製のオッタートロ

ール網とし、その開口装置に電極を取り付け

（図 1）、ケーブルを手綱に沿わせ、コントロー

ルユニット（スミスルート社製 2.5GPP）に接続

した（図 2）。平成 23年 10、11 月に試験池（15m

×40m×1.3m）において、本漁具を用いて外来

魚 2種に対する捕獲試験を行った。電気ショッ

カーは、パルス直流（120Hz）で回路電流が４

Ａとなるように出力を調整した。試験はオオク

チバス（109 尾、SL270～470mm）、ブルーギル

（1,269 尾、SL70～157mm）について魚種別に行

った。曳網は、トロール網に連結したロープ 2

本を 0.3m 毎秒で池外から手繰ることで行い、

電気を通じる場合（試験区）と通じない場合（対

照区）を交互に 1時間程度の間隔で複数回行っ

た。捕獲魚は計数後に再放流した。

３．結 果

試験区と対照区でそれぞれオオクチバス 10

曳網分、ブルーギル 5曳網分の捕獲率（収容魚

個体数に対する捕獲個体数の割合）の平均値で

比較した結果、両魚種ともに電気ショックの有

無による捕獲率の向上は認められず、むしろ試

験区の捕獲率は対照区よりも低くなった（図 3）。

この原因としては、試験中の観察から両魚種と

もに通電により横臥はしても、その範囲は電極

部分の周辺に限られており、トロール網の中心

の実効電圧は拡散により非常に低くなってい

たことが考えられた。また、通電曳網時に特に

ブルーギルは、網の前方を群れになって逃避す

る行動がみられたことから、通電することでか

えって電気のバリアーが網を塞いでいるよう

な状態になり、逃避を促していたことが考えら

れた。このことから、本方式で捕獲率の向上を

目指すには、電気ショッカーの水中での実効電

圧（電界強度）の分布を明らかにし、網の中心

部であっても外来魚が横臥する電圧を確保で

きる条件（電極間の距離等）を解明するととも

に通電のタイミングを工夫する必要がある。

図

ロープ40m

沈子綱13m

浮子

5.2m

4.0m

5mm角ﾒｯｼｭ

2.5m

2.2m

＋

－

ロープ40m

沈子綱13m

浮子

5.2m

4.0m

5mm角ﾒｯｼｭ

2.5m

2.2m

＋

－

0%

30%

60%

対照区（電気なし） 試験区（電気あり）

平
均
捕
獲
率

0%

20%

40%

対照区（電気なし） 試験区（電気あり）

平
均
捕
獲
率

ブルーギル

オオクチバス

図 1 試験漁具の電極付きオッタートロール網の概要
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図 2 試験池と曳網の概要

3 電気の有無による捕獲率の比較．
一部である。

バーは標準
偏差を示す


